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1 

 

Ⅰ．意識調査の実施概要 

１．調査の概要  

（１）目的 

第３次周南市まちづくり総合計画の策定にあたり、結婚・出産・子育てについての率直な思いや意識を

把握し、計画策定の基礎資料とするため、結婚・出産・子育てに関するアンケートを実施しました。 

 

（２）対象 

令和５（２０２３）年８月１日現在、市内に在住する１８歳から３９歳までの方（約２万７千人）の中から、無

作為に抽出した３,６００人。 

 

（３）方法 

郵送配付し、郵送またはＷｅｂ回答にて回収としました。なお、回答は宛名本人が記入することを原則と

しましたが、本人が記入できない場合は、代筆可能としました。 

 

（４）期間 

令和５年９月７日（木）から９月２９日（金）まで。 

 

（５）配付・回収状況 

回収率は、31.9％で、前回調査（27.3％）より 4.6％上回っています。 

 

調査年 

配付数 

(件) 

回収数 

(件) 
回収率 

(％) 郵送 Web 合計 

令和５年 

（２０２３） 
３,６００ ５５０ ５９９ １,１４９ ３１.９ 

参
考 

平成２７年 

（２０１５） 
３,６００ ９８１ - ９８１ ２７.３ 

 

 

〔調査結果利用上の注意〕 

・本調査は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行して間もない時期に実施しています。従って、コ

ロナ禍での生活様式や価値観の変化等により、これまで実施してきたアンケート結果と異なる傾向や数値が

現れる可能性があります。 

・無回答や端数処理により、各項目の合計欄が一致しない場合があります。 

・複数回答の質問では、回答比率の合計が１００％と一致しません。 

・数表や図表は、文言を省略している場合があります。
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Ⅱ．意識調査の結果 

1. 回答者属性 

問1 性別 問2 年齢 

  

問3 居住地区 

 

問4 同居人（複数回答） 
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問5 親の居住地 

あなたの親 配偶者の親 

  

問6 職業 問7 勤務地 

 

 

問 6「学生」「無職」「無回答」を除く 

問8 最終学歴 問9 年収 
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2. 結婚についてお伺いします。 

問10 結婚に対する以下の考え方について、どう思いますか。 

⚫ 「結婚するのがあたりまえだ」の回答のうち、「非常にそう思う」「そう思う」「どちらかといえばそう思う」の合

計は 33.6％となっている。 

⚫ 「結婚したら子どもを持つべきだ」の回答のうち、「非常にそう思う」「そう思う」「どちらかといえばそう思う」

の合計は 36.9％となっている。 

⚫ 「結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」の回答のうち、「非常にそう思う」「そう思う」「どちらか

といえばそう思う」の合計は 10.8％となっている。 
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【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較し、いずれの項目においても「どちらかと言えばそう思う」以上

の回答の合計が少なくなっている。 

①結婚するのがあたりまえだ 

 
②結婚したら子どもをもつべきだ 

 
③結婚後は、夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ 
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問11 現在、結婚されていますか。 

⚫ 「結婚している：646（56.2％）」、「結婚していな

い：444（38.6％）」、「結婚していたが離婚・死別

した：46（4.0％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較し、「結婚している」が多くなっている。 

 

 

  



7 

問12 初めて結婚された年齢は何歳ですか。 

⚫ 「20 代：534（77.2％）」が最も多く、次いで「30

代：133（19.2％）」「10 代：23（3.3％）」となって

いる。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較し、「20代」が減少し、「30代」が多くなっている。 
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問13 結婚を決めた理由は何ですか。（複数回答） 

⚫ 「年齢的に適当な時期だと感じた：332（48.0％）」が最も多く、次いで「一緒に暮らしたかった：311

（44.9％）」「子どもがほしかった：203（29.3％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較し、「年齢的に適当な時期だと感じた」が減少し、「一緒に暮ら

したかった」「子どもがほしかった」が増加している。 
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問14 どのようなきっかけで知り合いましたか。 

⚫ 「友人や兄弟姉妹を通じて： 223

（32.2％）」が最も多く、次いで「職場や

仕事の関係で：170（24.6％）」「学校

で：95（13.7％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較し、「職場や仕事の関係で」の出会いが減少し、「インターネッ

トで」や「婚活のイベントで」の出会いが増加している。 
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問15 現在、配偶者の方は働いていますか。 

⚫ 「働いている：580（83.8％）」が最も

多く、次いで「働いていない：66

（9.5％）」「現在、配偶者はいない：

45（6.5％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較し「働いている」が増加している。 
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問16 結婚による仕事の変化はありましたか。 

⚫ 「特に変化はない：406（58.7％）」が最も多く、

次いで 「結婚を機に仕事をやめた ： 129

（ 18.6％） 」 「結婚後は仕事を変えた： 78

（11.3％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較し「結婚を機に仕事をやめた」が減少している。 
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問17 仕事に変化があった理由は何ですか。 

⚫ 「家庭生活を優先したかった：92（33.0％）」

が最も多く、次いで「仕事と家庭の両立が困

難だった：78（28.0％）」「職場の事情で：18

（6.5％）」「配偶者の希望で：17（6.1％）」とな

っている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較し「家庭生活を優先したかった」「仕事と家庭の両立が困難だ

った」が多くなっており、「職場の事情で」が少なくなっている。 
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問18 現在、結婚をしていない理由はありますか。（複数回答） 

⚫ 「適当な相手と出会わないから：216（48.6％）」が最も多く、次いで「経済的に不安だから：122（27.5％）」

「今は自分の趣味や娯楽を楽しみたいから：113（25.5％）」となっている。 

 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、「適当な相手と出会わないから」「経済的に不安だから」が平成 27年調査と同様に最

も多い。また、令和５年調査では、「今は自分の趣味や娯楽を楽しみたいから」の回答割合が多くなって

いる。 

 
※「相手との生活の価値観が合うかどうか不安だから」、「家事や家事分担が面倒だから」は令和５年調査より項目を追加 
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問19 結婚した場合の働き方についてどのように思いますか。 

⚫ 「結婚後も変わらずに働きたい：180（40.5％）」

が最も多く、次いで「結婚を機に仕事をやめた

い：50（11.3％）」「結婚後は勤務形態を変えた

い：26（5.9％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較し、「結婚後も変わらずに働きたい」「結婚後は勤務形態を変

えたい」「仕事はしない」が減少し、「結婚を機に仕事をやめたい」が多くなっている。 

 

 

  

結婚後も変わらずに

働きたい

180

40.5%

結婚を機に

仕事をやめ

たい

50

11.3%

結婚後は仕事を変えたい

21

4.7%

結婚後は雇用

形態を変えたい

6

1.4%

結婚後は勤務

形態を変えたい

26

5.9%

仕事はしない

6

1.4%

その他

10

2.3%

無回答

145

32.7%

[n=444]
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問20 仕事の変化を希望する理由は何ですか。 

⚫ 「家庭生活を優先したい：56（54.4％）」が最も

多く、次いで「仕事と家庭の両立が困難だと思

うから：27（26.2％）」「職場の事情で変えざるを

得ないと思うから：6（5.8％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較し、「家庭生活を優先したい」が多くなっており、「仕事と家庭

の両立が困難だと思うから」が少なくなっている。 

 

 

  

家庭生活を

優先したい

56

54.4%

配偶者が希望

すると思うから

2

1.9%

仕事と家庭の

両立が困難だ

と思うから

27

26.2%

職場の事情で

変えざるを得

ないと思うから

6

5.8%

その他

10

9.7%

無回答

2

1.9%

[n=103]
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問21 現在、交際している相手はいますか。 

⚫ 「交際している相手はいない：335（75.5％）」、

「交際している相手がいる：104（23.4％）」となっ

ている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較し、「交際している相手はいない」が多くなっている。 
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問22 今後、結婚したいと思いますか。 

⚫ 「できればしたい：146（32.9％）」が最も多く、次

いで「分からない：132（29.7％）」「ぜひしたい：

106（23.9％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較し、「結婚するつもりはない」が多くなっている。 
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問23 結婚をしたい理由は何ですか。（複数回答） 

⚫ 「好きな人と一緒に暮らしたいから：76（67.3％）」が最も多く、次いで「精神的な安定が得られるから：44

（38.9％）」「子どもが欲しいから：44（38.9％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較し、「好きな人と一緒に暮らしたいから」が増加し、「子どもが欲

しいから」は、減少している。 

 

 

76

44

44

24

23

10

7

0

0

(67.3 %)

(38.9 %)

(38.9 %)

(21.2 %)

(20.4 %)

(8.8 %)

(6.2 %)

(0.0 %)

(0.0 %)

0 20 40 60 80 100

好きな人と一緒に暮らしたいから

精神的な安定が得られるから

子どもが欲しいから

経済的な安定が得られるから

親や周囲の期待に応えたいから

特にない

社会的な信用が得られるから

その他

無回答

[n=113]



19 

問24 何歳ぐらいで結婚したいと思いますか。 

⚫ 「20 代：55（48.7％）」が最も多く、次いで「30

代：50（44.2％）」「40 代：6（5.3％）」となってい

る。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較し、「20代」が増加している。 
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問25 結婚の希望をかなえるために、どのような取り組みが効果的だと思いますか。（複数回答） 

⚫ 「出産・子育てに関する支援の充実：703（61.2％）」が最も多く、次いで「夫婦がともに働き続けられるよう

な職場環境の充実：604（52.6％）」「結婚に対する経済支援（住居費用（取得や賃貸）の補助等）：562

（48.9％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 「出産・子育てに関する支援の充実」は平成 27 年調査とほぼ等しく、「婚活イベントなど出会いの機会の

提供」「就業機会の確保、非正規雇用の解消」は平成 27年調査より少なくなっている。 

 

※「夫婦がともに働き続けられるような職場環境の充実」、「結婚に対する経済支援（住居費用（取得や賃貸）の

補助等）」、「結婚に関するオンライン相談」は、令和５年調査より項目を追加 
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3. 出産についてお伺いします。 

問26 お子さんは何人いますか。 

⚫ 「0 人：534（46.5％）」が最も多く、次いで「2 人：

266（23.2％）」「1 人：197（17.1％）」となってい

る。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、「０人」が減少し、「１人」が増加している。 
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問27 あなたにとって理想のお子さんは何人ですか。（現在いるお子さんの数を含む） 

⚫ 「2 人：592（51.5％）」が最も多く、次いで「3 人：

325（28.3％）」「1人：90（7.8％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、理想の子どもの数が「０人」、「１人」が多くなっている。 

⚫ また、「3人」の回答は、少なくなっている。 
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問28 「０人」または「１人」と答えた理由は何ですか。（複数回答） 

⚫ 「子どもの教育にお金がかかるから：75（46.6％）」「出産や育児にお金がかかるから：75（46.6％）」が最も

多く、次いで「育児が精神的・肉体的に大変だから：71（44.1％）」となっている。 
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【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、「出産や育児にお金がかかるから」「育児が精神的・肉体

的に大変だから」「妊娠・出産が精神的・肉体的に大変だから」が多くなっている。 

 

※「理想どおりだから」は令和５年調査より項目を追加 

  



25 

問29 最初のお子さんをもちたい理想の年齢は何歳ですか。 

※すでにお子さんがいる方は、理想とした年齢をお答えください。 

⚫ 「20 代：673（58.6％）」が最も多く、次いで「30

代：284（24.7％）」「40 代：10（0.9％）」となって

いる。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、子どもを持ちたい理想の年齢はほぼ横ばいである。 
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問30 現実的には、何人のお子さんをもちたいですか。（現在いるお子さんの数を含む） 

※未婚の方は、現時点の思いをお答えください。 

⚫ 「2 人：598（52.0％）」が最も多く、次いで「3 人：

229（19.9％）」「1 人：138（12.0％）」となってい

る。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、「０人」が増加している。 
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問31 少ない理由は何ですか。（複数回答） 

※未婚の方は、現時点の思いをお答えください。 

⚫ 「子どもの教育にお金がかかるから：125（47.3％）」が最も多く、次いで「出産や育児にお金がかかるから：

124（47.0％）」「育児が精神的・肉体的に大変だから：88（33.3％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査は、平成 27 年調査と比較して、ほぼ横ばいである。一方で「健康・年齢などの理由から妊

娠・出産が難しいから」は大きく減少している。 

 



28 

問32 どのような条件が満たされれば、理想の子どもの数がもてると思いますか。（複数回答） 

⚫ 「教育費用の負担軽減：500（43.5％）」が最も多く、次いで「職場における理解や支援：346（30.1％）」「育

児休業制度の充実：288（25.1％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査は、平成 27 年調査と比較して、「職場における理解や支援」「保育料の負担軽減」は減少

している。一方で、「育児休業制度の充実」は、増加している。 

 

※「分からない」は R5年度調査より項目を追加 
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4. 子育てについてお伺いします。 

問33 出産の前後であなたの仕事に変化はありましたか。 

⚫ 「特に変化はない：261（44.1％）」が最も

多く、次いで「妊娠・出産を機に仕事を

やめた：132（22.3％）」「出産後は勤務

形態を変えた：80（13.5％）」となってい

る。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較して、「出産後は雇用形態を変えた」「出産後は勤務形態を変

えた」が増加している。 
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問34 仕事の変化があった理由は何ですか。 

⚫ 「仕事と家庭の両立が困難だった：127

（44.9％）」が最も多く、次いで「家庭生

活を優先したかった：86（30.4％）」「職

場の事情で：23（8.1％）」となってい

る。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、「仕事と家庭の両立が困難だった」が増加している。 
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問35 主に子育てを行っているのはどなたですか。 

⚫ 「自分：252（42.6％）」が最も多く、次いで「夫婦

で同じように協力：174（29.4％）」「配偶者：117

（19.8％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、「夫婦で同じように協力」が増加している。 
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問36 子育てに関する不安や困りごとはありますか。（複数回答） 

⚫ 「出産や子育てにお金がかかりすぎる：299（50.5％）」が最も多く、次いで「仕事と子育ての両立が難し

い：206（34.8％）」「困っていることは特にない：123（20.8％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27 年調査と比較して、「出産や子育てにお金がかかりすぎている」「仕事と子育

ての両立が難しい」が多くなっている。 
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問37 子育ての不安や悩みを誰に相談しますか。（複数回答） 

⚫ 「配偶者：440（74.3％）」が最も多く、次いで「自分の親：363（61.3％）」「知人・友人：310（52.4％）」となっ

ている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査と平成 27年調査では、ほぼ横ばいである。 
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問38 親から子育ての手助けはありますか。 

⚫ 「ときどきある：233（39.4％）」が最も多く、次い

で「日常的にある：205（34.6％）」「手助けをし

てくれる親は近くにいない：64（10.8％）」となっ

ている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、「ほとんどない」「手助けをしてくれる親は近くにいない」

が多くなっている。 
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問39 子育てと仕事の両立のために、職場に期待することはありますか。（複数回答） 

⚫ 「子どもが病気のときなどに休暇が取りやすい職場環境づくり：472（79.7％）」が最も多く、次いで「労働時

間の短縮やフレックスタイムの導入：212（35.8％）」「育児休業が取得しやすい職場環境・雰囲気づくり：

208（35.1％）」となっている。 

 

【経年比較】 

⚫ 令和５年調査と平成 27年調査では、「子どもが病気のときなどに休暇が取りやすい職場環境づくり」が多

くなっており、「労働時間の短縮やフレックスタイムの導入」「育児休業が取得しやすい職場環境・雰囲気

づくり」「育児休業制度の充実」は少なくなっている。 
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5. 暮らしの満足感やお住まいの地域についてお伺いします。 

問40 以下の質問について、どう思いますか。 

⚫ 「どちらかと言えばそう思う」以上の回答をみると、「日常生活に満足している: 872（75.9%）」「人生の豊か

さを感じている: 806（70.1%）」が多くなっている。 

⚫ 一方「どちらかと言えばそう思わない」以下の回答をみると、「自分は地域活動によく参加する: 859

（74.8%）」、「自分は地域の課題に関心がある: 779（67.8%）」、「自分が暮らす地域は近所づきあいが密で

ある： 756（65.7％）」が多くなっている。 

 

 

  



37 

【経年比較】 

⚫ 「どちらかと言えばそう思う」以上の回答をみると、令和５年調査では、平成 27年調査と比較して、「人生の

豊かさを感じている」「現在の仕事（学業・家事を含む）に満足している」「近所には信頼して相談できる人

がいる」が多くなっている。 

⚫ 一方で、「どちらかと言えばそう思わない」以下の回答をみると、「人生のかなえたい夢や実現したい目標

をもっている」「自分が暮らす地域は近所づきあいが密である」「自分は地域の課題に関心がある」「自分

は地域活動によく参加する」で、多くなっている。 

 
①日常生活に満足している 

 
②人生の豊かさを感じている 

 

③経済的にゆとりがある 

 

④現在の仕事（学業・家事を含む）に満足している 

 

⑤人生のかなえたい夢や実現したい目標をもっている 
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⑥近所には信頼して相談できる人がいる 

 

⑦自分が暮らす地域は近所づきあいが密である 

 

⑧自分は地域の課題に関心がある 

 

⑨自分は地域活動によく参加する 
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6. 結婚・出産・子育てについてのご意見などがございましたらお聞かせください。（自由記述） 

・問41 結婚・出産・子育てについてのご意見などがございましたらお聞かせください。（自由記

述） 

結婚・出産・子育てについてのご意見などについて、カテゴリーごとにお示しします。いただいたご意見等の

詳細については、「自由意見一覧表」に記載します。 

カテゴリー 件数 

生活支援・経済支援 １４２ 

保育 ４３ 

子育て ３９ 

就職・雇用・労働環境 ３４ 

公共施設・公園など ３０ 

結婚 １７ 

行政 １３ 

広報・PR １２ 

医療・病児保育など １１ 

飲食店・スーパー・商業施設・遊興施設など １０ 

行事・イベント ８ 

出産 ８ 

障害者・介護・福祉支援 ８ 

学校・教育 ８ 

環境整備・ゴミ処理 ５ 

通勤通学・公共交通・交通インフラ ４ 

暮らし・地域コミュニティ ３ 

住宅 ３ 

合計 ３９８ 
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■調査票 
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